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祝

言

（
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演
予
定

午
後
五
時
五
十
分
）

○
素
謡
省
略
個
所
等

国

栖

＝
①
二
丁
表
の
ワ
キ
の
上
歌
を
省
き
、
ワ
キ
「
御
急
…
…
へ
跳
ぶ
、

②
十
丁
裏
の
ク
セ
を
省
き
、
十
二
丁
表
の
、
地
謡
「
少
女
…
…
へ
跳
ぶ

俊

寛

＝

二
丁
裏
の
下
歌
と
上
歌
を
省
き
、
三
丁
表
の
シ
テ
「
後
の
世
…
…
へ
跳
ぶ

景

清

＝
①
三
丁
表
の
上
歌
か
ら
五
丁
裏
の
地
留
ま
で
省
き
、
ト
モ
「
い
か
に
…
…
へ
跳
ぶ
、

②
十
二
丁
裏
の
上
歌
を
省
き
、
十
三
丁
表
の
二
行
目
、
ワ
キ
「
あ
ら
傷
…
…
へ
跳
ぶ

藤

戸

＝

四
丁
表
の
上
歌
を
省
き
、
裏
の
ワ
キ
「
言
語
…
…
へ
跳
ぶ

砧

＝

四
丁
表
二
行
目
の
上
歌
か
ら
物
著
ま
で
省
き
、
五
丁
裏
の
五
行
目
、
シ
テ
「
い
ざ
…
…
へ
跳
ぶ

山

姥

＝
①
二
丁
表
の
道
行
か
ら
三
丁
表
の
最
後
ま
で
省
き
、
裏
の
シ
テ
「
な
う
…
…
へ
跳
ぶ
、

②
十
二
丁
表
の
ク
セ
省
き
、
十
四
丁
裏
の
二
行
目
、
シ
テ
「
足
び
き
…
…
へ
跳
ぶ

半

蔀

＝

省
略
個
所
な
し

安

達

原

＝

一
丁
裏
二
行
目
の
ワ
キ
の
道
行
か
ら
二
丁
表
一
杯
ま
で
省
き
、
裏
の
シ
テ
「
げ
に
…
…
へ
跳
ぶ

○
連
吟
の
範
囲

東

北

＝

六
丁
裏
の
五
行
目
、
ワ
キ
「
げ
に
げ
に
…
…
よ
り
、
ク
セ
留
「
…
…
知
ら
れ
た
り
」
ま
で

楊

貴

妃

＝

七
丁
裏
の
ロ
ン
ギ
、
ワ
キ
「
さ
ら
ば
…
…
よ
り
、
ク
セ
留
「
…
…
別
れ
な
り
け
り
」
ま
で

羽

衣

＝

七
丁
裏
の
サ
シ
、
シ
テ
「
然
る
に
…
…
よ
り
、
ク
セ
留
「
…
…
妙
な
る
」
ま
で

梅

＝

四
丁
表
の
三
行
目
、
ワ
キ
「
げ
に
理
な
り
…
…
よ
り
、
中
入
前
ま
で

蝉

丸

＝

三
丁
表
の
七
行
目
、
ツ
レ
「
あ
ら
愚
か
…
…
よ
り
、
六
丁
表
の
地
留
「
…
泣
き
給
ふ
」
ま
で

弱

法

師

＝

九
丁
表
六
行
目
の
、
ワ
キ
「
げ
に
げ
に
…
…
よ
り
、
十
一
丁
表
の
地
留
「
…
…
更
に
狂
は
じ
」
ま
で

注
①

出
演
者
は
、
出
演
曲
の

分
前
迄
に
切
戸
口
に
集
合
し
、
地
頭
の
点
検
・
指
示
を
受
け
て
下
さ
い
。
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注
②

素
謡
の
地
謡
に
は
、
会
員
及
び
会
員
の
ご
友
人
の
参
加
は
自
由
で
す
。

注
③

昼
食
は
、
能
楽
堂
二
階
の
食
堂
で
用
意
致
し
ま
す
。

ま
た
、
楽
屋
で
の
給
茶
は
省
略
し
ま
す
の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
飲
み
物
を
ご
持
参
下
さ
い
。

会
終
了
後
、
野
毛
の
「
一
の
蔵
」
に
て
懇
親
会
を
催
し
ま
す
。


